
 

 

  

 

 

 

 

 

 

６月１日 「いのちを見つめる日」 全校朝会 

身近なことから「いのち」について考えて欲しくて、子どもたちにこんな話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中里小学校 学校だより 

 

 

 

 

学校教育目標 : 夢をもち、みんなと共に生きる子どもの育成～中里仲良し（共に学び、共に育つ）～ 

 

 

 

令和 5年６月１５日 

第５号 

文責    大石 泰文 

家庭数配付 

５月２３日、先週の火曜日に、中里小学校にとってとても悲しい出来事がありました。学校で育ててい
たうさぎのプラムが亡くなったのです。中川内先生の話では、７年前にはいた、ということですから、ずい
ぶん長生きしていたんですね。 

中川内先生が飼育小屋の横にお墓を作ってくださりました。お昼の放送で知らせてくださったので、
たくさんの人がお参りに来てくれました。お墓には、たくさんのお花がお供えしてありました。 
その日の午後、飼育栽培委員会の人が校長室に来てこんなことを言いました。 

 「校長先生、お墓にお花を持ってきてくれるのは嬉しいんですけど、花壇のお花をとってくるのは違うと
思うんですよ。どうすればいいですか？」と尋ねてきました。すばらしいなと思いました。お花のいのちの
ことも考えてくれていたんですね。明日のお昼の放送で言えばいいですよ。と答えました。 
次の日、気になってお墓を見に行ったら、たくさんの人がお参りに来てくれていました。プラムは本当

にみんなに大切にされていたんだなと思いました。ココアやチャチヤはいるけれど、プラムはもういない、
んですよね。こんなことを考えました。 
 
☆ お花でも、動物でも、その生き物の「いのち」はひとつしかない。 
☆ そして、「いのち」には終わりがある。 
☆ だから、「いのち」はたいせつにしないといけない。 
☆ だから、「しね」ということば、たとえふざけていても使ってはいけない。 

 
気になって、プラムのことをもう少し調べました。毎日のお世話は、中川内先生や飼育栽培委員会の
皆さんがしてくれていることが分かりました。中には、お休みの日に出てきて小屋のそうじやえさやりをし
てくれていた人もいたはずです。毎日食べている「食べ物」は、事務室の田栗先生が準備をしてくださ

っていました。また、給食室の先生方も野菜の切り残しをとって置いてくださっていました。それから、プ
ラムは歯が伸びるんですね。だから、スクールサポートスタッフの松永先生が動物病院に連れていって、
何カ月に一度は切ってもらっていたのです。飼育小屋が壊れたときは、管理員の森先生が修理をしてく
ださっていたのです。「いのち」は、本当にたくさんの人に支えられているな、と思いました。プラムの話を
しましたが、みなさんもですよね。 

 
☆ 「いのち」はひとつしかない。 
☆ だから、「いのち」はたいせつにしないといけない。 
☆ 「いのち」は、本当にたくさんの人に支えられている。 
 
今日から「いのち」を見つめる強調月間です。 
それぞれの学級で、それぞれのお家で「いのち」について 

話しあってみてください。  

裏面もあります。 



朝のあいさつ運動 

６月も「あいさつ運動」で元気にスタートしました。 

今月も２０名近い老人会の皆様方にご参加いただきました。 

いつも本当にありがとうございます。進んで挨拶。元気に挨拶。 

おかげさまで「おはようございます！」と元気いっぱいの子ども 

たちの声が響いています。 

 

 

 

 

 

 

 

全校で育てています「ふわふわことばの木」 

 仲良し委員会の呼びかけで取り組んでいる「ふわふわことば 

の木」がぐんぐん育っています。 

 「ありがとう」「がんばって」「すごいね」「だいじょうぶ」「ごめん 

ね」「ファイト！」「だいすき」「じょうずだね」「いっしょにあそぼう」 

等すてきな言葉がどんどん集まっているところです。 

 

朝の交通安全指導から 

 ６月中旬となり、朝から蒸し暑い日が続きます。歩いて登校するだけで汗をびっしょりかいている子ども

もいます。不快な気候のため、子どもたちは気持ちが落ち着かないのかもしれません。 

最近、登校中の１年生が白線からパッと飛び出す場面に出会い、大変危険な様子だったので、私が指

導するということが２回もありました。学校に慣れてきた１年生、新しい学年学級に慣れてきた２～６年生、

慣れてきて気持ちも緩みやすい時期です。 

  学校でも交通安全について指導を続けているところですが、ご家庭でももう一度、交通安全について

お話をしていただきますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

「佐世保空襲を語り継ぐ会」 

６月８日（木）には「佐世保空襲を語り継ぐ会」の牛島先生を

ゲストティーチャーにお招きし、４年生が平和学習をしました。７０

分近い時間、佐世保空襲について、焼夷弾の実物を交えながら

話をしていただきました。子どもたちは平和の大切さをあらため

て実感していました。 

 お話の最後におっしゃられた「戦争は差別やいじめからはじま

る。」という言葉を子どもたちも私たち職員も大変重く受け止め

たところです。牛島先生、貴重なお話ありがとうございました。 

 

 

中里小学校ホームページは随時更新中です。ぜひご覧ください。 

HPアドレス    

http://www.city.sasebo.ed.jp/es-nakazato/asp/default.asp 

 

 

 


